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Vol.9 2023年度上期号

新潟食料農業大学 大学だより

（2023年5月12日（金）「食料産業基礎実習」での田植え）

橙和…一期生による造語。本学のイメー
ジカラーであるオレンジと、その実が春
先から夏場にかけては青く、秋には見
事に熟す「橙」を自分たちの成長になぞら
え、そしてその「和」が永遠（とわ）に続く
ように、との願いを込めています。
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4 後援会総会報告
今年度の後援会総会につきましては、昨年度に引き続き対面形式での開催をせず、「2023年度 後援会総会資料」を送付させていただき、

書面にて報告事項、審議事項をご確認いただきました。お忙しい中、ご確認およびご審議いただき、誠にありがとうございました。
ご審議の結果につきましては、「第 １ 号議案」「第 2 号議案」「第 3 号議案」の全てにおいて全会一致で承認されましたことを、ここに

ご報告いたします。
事業報告や決算、予算等の詳細につきましては、送付させていただきました「2023年度 後援会総会資料」をご確認いただきますよう

お願い申し上げます。今後とも後援会事業についてのご理解とご支援をよろしくお願い申し上げます。

本学は、開学以来 6 年目に入って、教育、
研究ともに、順調な歩みを続けています。
大学院修士課程も 2 年目を迎えて研究に熱
が入っています。そして、来年 ４ 月には、
大学院博士後期課程を開設する予定で、充
実の時期を迎えます。

新型コロナ感染症も 5 類に移行し、学内
外 で の 活 動 の 自 由 度 は 高 ま り ま し た。

「キャンパスを飛び出し地域社会に学ぶ」
という本学のすぐれた特徴を存分に発揮で
きる環境ができました。自主的に発足、組
織化されたクラブやサークルは、いまや20

以上あり、どれもが活発で目覚ましい活動をしており、多くは、深く地域
の方々との連携で進められています。「新潟日報みらい大学」のフィール
ドワークの一環として、生産者と交流したイタリア野菜の特産化、胎内の
伝統の「ろくすけ豆」使用の農福連携の納豆づくりプロジェクトの実施、
村上茶ハーブティーの開発・PR、近く決勝戦に挑む「にいがた食と農の
未来」学生ビジョンコンテストへの参画などは地域連携と学生の自主的組
織活動のよい事例です。

また、スポーツ活動も、引き続き盛んです。よき指導者の下、自主性を
活かしながら、好成績を上げています。ラグビー部はその代表ですが、自
転車競技、柔道、陸上競技も素晴らしい成績を残しました。

海外の大学との連携も、これまでの連携大学等に加えて、 7 月には、中
国の河南農業大学とMOUを締結、教育・研究の視野・領域をさらに広げ
て、国際貢献に寄与しつつあり、地方公共団体、民間企業との連携協定も
数多く結ばれました。本学の「新潟食料健康研究機構」や学部・大学院の
研究成果を活かしたアグロフードセミナー（公開セミナー）も引き続き好
評で社会貢献度は高いものがあります。

マーケットイン、フードチェーン、実学の重視と自由、多様、創造を目
指す「食の総合大学」として経済界からの評価も上々で、 3 月の卒業生た
ちはほぼ１00％という就職の実績を残しました。時は移り時代は変わってい
きます。今後も、「変えなければならないこと」と「変えてはならないこと」
を峻別して、日本と世界に貢献する人材を育てていきたいと考えます。

皆様方には、これまで以上のご支援をお願い申し上げます。

本年度より新たに後援会
会長に着任いたしました渡
邊と申します。会員の皆様
におかれましては、平素よ
り後援会の活動に際し、ご
高配を賜り厚く御礼を申し
上げます。今年度は下段に
ございます役員の皆様とと
もに、本学の発展に寄与す
べく後援会活動を推進して
参りますので、今年度も引
き続き本会へのご支援とご

協力を何卒よろしくお願い申し上げます。
さて、今年も圃場では美味しい夏野菜がたくさん収穫さ

れたと聞いております。ここに至るまでには、種をまき、
肥料を与え、水をやり、雑草を刈り、収穫するなど、多大
なご苦労があったものと思います。また、その圃場の管理
にも多くの方々が関わられたことでしょう。私たち後援会
も圃場で畑を耕すように、学生の皆さんが成長できる環境
づくりを支援しながら、子どもも親も大学も共に分かち合
い成長していきたいと願っています。

本会は「本学の教育・研究事業を援助し、本学の発展に
寄与すること」を目的に、平成30年に設立され、今年で 6
年目を迎えます。後援会の活動としましては、後援会誌

（本誌）を発行する以外にも、大学祭などのイベント開催
やクラブ・サークル活動への支援、学生厚生施設の運営・
整備の支援、スクールバス運行への支援、キャリア教育や
資格取得に向けた活動の支援、学外実習活動や国際交流活
動への支援、新型コロナウイルス感染症対策を含む健康支
援、交通安全講習会や保護者（保証人）会の開催支援、卒
業生・同窓会への支援など多岐にわたります。今年度も後
援会理事会を中心に、会員の皆様のご理解をいただきなが
ら学生の皆さんへの支援に努めて参りますので、ご協力を
何卒よろしくお願い申し上げます。
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〇 ４ 月 3 日（月）～ 7 日（金）
　•新入生・在学生・留学生オリエンテーション
〇 ４ 月 6 日（木）
　•新 ４ 年生健康診断
〇 ４ 月 ８ 日（土）
　•入学式（学部・大学院）
〇 ４ 月１0日（月）
　•前期授業開始
〇 ４ 月１0日（月）～１6日（日）
　•履修登録期間（前期・後期）
○ ４ 月１7日（月）
　•株式会社アグリライフとの連携協定締結式
○ ４ 月１9日（木）
　•新入生交流会（学友会主催）
○ 5 月１0日（水）～3１日（水）
　• 3 年生対象進路希望調査（WEB方式）
〇 5 月１2日（金）
　•食料産業基礎実習（田植え実習）
〇 5 月１5日（月）
　• １ 年生健康診断
〇 5 月１6日（火）
　• 2 年生・大学院生健康診断
　•佐渡市との連携協定締結式
○ 5 月2８日（日）
　•2023年度同窓会 第 １ 回役員会・総会
○ 5 月3１日（水）
　• 3 年生健康診断
〇 6 月 １ 日（木）～ 7 日（水）
　•第 １ 回コース希望調査（ １ 年生）
○ 6 月 １ 日（木）～ 7 月１４日（金）
　• 3 年生対象進路希望調査（個別面談方式）
○ 6 月 ８ 日（木）
　•ワルマデワ大学（インドネシア）とのMOA（研究連携協定）

締結
○ 6 月 9 日（金）
　•2023年度後援会 総会（書面表決）

○ 7 月 ８ 日（土）
　•2023年度 第 １ 回日本農業技術検定試験
○ 7 月１0日（月）
　•河南農業大学（中国）とのMOU（国際交流協定）締結
○ 7 月１１日（火）～１3日（木）
　•夏季休暇中の生活  安全・安心セミナー
○ 7 月１2日（水）
　•第 １ 回留学生・日本人学生交流会
〇 7 月１４日（金）
　•コース配属説明会（ １ 年生）
○ 7 月25日（火）
　•公開セミナー「第 １ 回アグロフードセミナー」
○ 7 月26日（水）
　•先輩の体験談を聞く会（留学生）
○ ８ 月 2 日（水）～ ８ 日（火）
　•前期定期試験
○ ８ 月 ８ 日（火）
　•NAFU×富士美園 オリジナルハーブティー完成発表会
○ ８ 月 9 日（水）～１１日（金・祝）
　•前期定期試験 追試験・再試験
○ ８ 月１2日（土）～ 9 月20日（水）
　•夏季休暇期間
　•「インターンシップⅡ（ 3 年生）」実地研修期間
○ 9 月 ４ 日（月）～１5日（金）
　•夏季集中講義期間
〇 9 月１9日（火）～20日（水）
　•「インターンシップⅠ（ １ 年生）」実地研修
○ 9 月2１日（木）
　•後期オリエンテーション
　•心肺蘇生法（AED）講習会
〇 9 月22日（金）
　•食料産業基礎実習（稲刈り）
〇 9 月25日（月）
　•後期授業開始
　•前期成績通知（学部・大学院）
〇 9 月25日（月）～29日（金）
　•履修登録内容修正・確認期間

5 2023年度 上期活動報告

新型コロナウイルス感染症対策本部
本部長

中井 裕

日本での新型コロナウイルス感染症は、2020年 １ 月 3 日の中国武漢市からの帰国者の発症例から始まり
ました。本学では同年 ４ 月 ８ 日に新型コロナウイルス感染症対策本部を設置し、「感染しない・させない」

「すべての学生・教職員および地域住民を守る」を原則としたきめ細かい対応にあたってきました。2020
年度前期はオンライン授業としましたが、後期からは徹底した感染防止策を講じて、ほぼすべての講義・
実験を対面形式に戻しました。この時期の対面形式の再開は他大学に先駆けたものでしたが、講義・実習
は見て触れて感じてこそ多くを得られるという本学の考え方を重視した勇気ある決断でした。とはいえ学
内へのウイルス持ち込みを避けるため、長期休暇後や連休明けには、新潟県内の自宅・アパートで健康観
察に努める健康観察期間を設定し、必要に応じてオンライン形式の授業を併用するなどの対策を取りまし
た。姉妹大学である新潟医療福祉大学に依頼して、学生および教職員へのワクチン接種を積極的に進めま
した。また、行動様式や体調から感染が疑われる場合は公欠対象とするなどして、極力、感染者がキャン
パス内に立ち入らない措置も取りました。さらに学生の皆さんはこれらのルールをきちんと守り、慎重に
行動してきた結果ですが、これまでに学内におけるクラスターは発生しておりません。

新型コロナウイルス感染症は2020年 １ 月3１日に「指定感染症」に指定され、202１年 2 月１3日に感染症法上の「新型インフルエンザ等感
染症」いわゆる「 2 類相当」とされてきましたが、2023年 5 月 ８ 日から「 5 類感染症」に移行し、行動制限はほぼ撤廃されました。本学
ではこれを受けて、同年 5 月 ８ 日から、感染症対策はwithコロナに大きく舵を取りました。感染が疑われる場合の公欠措置は継続してい
ますが、マスク着用は任意とし、クラブ・サークルやボランティアの活動制限はほぼ撤廃しました。多くの学生は慎重で学内ではマスク
を外していませんが、それ以外は、ほぼ通常の学生生活を送れるようになりました。

5 類感染症に移行したため、感染者の全数把握データはありませんが、 １ 医療機関あたり平均患者数は 5 月以降増加しており、本学に
おいても感染は報告され続けています。新型コロナウイルスは致死的な症状をもたらす病原体であることは変わりませんので、大学とし
ては、「日々の暮らしの中で感染しない、キャンパス内に持ち込まない」といった方針は維持して行きます。学生・ご家族の皆様には、
ご理解・ご協力のほど宜しくお願いいたします。

6 新型コロナウイルス感染症対策について
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8 2023年度 下期活動予定
〇１0月 9 日（月・祝） 授業実施日
○１0月１3日（金） 公開セミナー

「第 2 回アグロフードセミナー」
○１0月１6日（月） 防災・避難訓練（新潟キャンパス）
○１0月20日（金） 防災・避難訓練（胎内キャンパス）
○１0月22日（日） 第 6 回橙和祭（大学祭）
○１0月27日（金）  2 年次選択コース別説明会（ １ 年生）
○１0月30日（月）～１１月 5 日（日） 第 2 回コース希望調査（ １ 年生）
○１１月 3 日（金・祝） 新潟県国際交流協会委託事業

「国際理解セミナー」
○１１月１5日（水） 就職支援イベント

「NAFU JOB博2023」
○１１月23日（木・祝） 保護者（保証人）会
○１2月１１日（月）～１7日（日） 第 3 回コース希望調査（ １ 年生）
○１2月23日（土）～ １ 月 ８ 日（月・祝）冬季休暇期間

○ １ 月 9 日（火） 後期授業再開
○ １ 月 9 日（火）～3１日（水） 転コース受付期間（ 2 年生・ 3 年生）
○ １ 月23日（火） 修士論文中間発表会（M １ 生）
○ １ 月29日（月）～ 2 日 2 日（金） 後期定期試験
○ 2 日 １ 日（木）～ 7 日（水）  第 ４ 回（最終）コース希望調査

（ １ 年生）
○ 2 月 5 日（月）～ 7 日（水） 後期定期試験 追試験・再試験
○ 2 月 ８ 日（木）～１3日（火） 卒業研究論文発表会
○ 2 月 6 日（火） 修士論文発表会（M 2 生）
○ 2 月 ８ 日（木）～ 3 月3１日（日） 春季休暇期間
○ 2 月１４日（水）～23日（金） 春季集中講義期間
○ 2 月22日（木） 卒業者・修了者発表
○ 3 月 7 日（木） 後期成績通知（学部・大学院）

2 年次コース配属発表（ １ 年生）
○ 3 月 9 日（土） 第 3 回卒業式・第 １ 回修了式

この春の卒業生１29名のうち、就職希望者は１１3名、うち 3 月末
まで就職者は１１2名、就職内定状況は99.１%となりました。 １ 名の
未決定の学生への支援を卒業後も行いましたが、残念ながら ４ 月
末までの就職決定までには至りませんでした。その結果、最終的
に就職内定決定率は99.１%となりました。そのほかの１6名は、大学
院への進学１１名、専門学校への進学が 2 名、帰国留学生 3 名とな
りました。

教員、キャリア支援課によって構成されるキャリアセンターでの
学生支援、そして最終的には学生自身の努力が結実した結果と考え
ています。現在、第 3 期生（202４年 3 月卒業予定）が就職活動中
です。１0月 １ 日の内定解禁に向けて、 3 年次から就職活動に関す
る多様なセミナーを実施、その他情報提供等により、卒業後の進
路支援を行って参りました。今回は、その一部をご紹介いたします。

■インターンシップ参加への支援
近年、就職活動の早期化、就職活動においてインターンシップ

（IS）への重要度が高まっています。学生にとってIS参加は業界・
企業に対する視野が広がる大きなきっかけとなります。そこで、
キャリアセンターでも実施企業の情報提供や提出書類の添削など
を通してIS参加への支援をより充実させています。企業へのイン
ターンシップ参加は 3 年次の夏が中心となりますが、 ４ 年生に
入ってからも継続的に実施することで、就職活動へ有利に進めら
れるよう支援しております。

■エントリーシート作成
就職活動において、第一関門となるのはエントリーシート（ES）

です。現在は様々な様式のESがあります。特に近年ではWebから
直接入力するタイプやオープンESといった、データ型のESも一般
的になってきています。キャリアセンターでは職員全員が学生の
ES作成を補助、添削を行い、書類選考の通過率が上がるように努
めています。

■面接練習
コロナ禍の対策として実施されていたWeb面接は、依然として

多くの企業にて実施されています。また、新型コロナ 5 類移行に
伴い、対面での面接も増加傾向にあります。いずれの面接対策で
も、複数の職員が面接官役を務め、学生に面接のフィードバック
を行う、といった取り組みをしています。とくに対面形式の面接
練習では、立ち居振る舞い、目線の動きなど細かな点まで指導、
実践的なロールプレイングを行っています。

キャリアセンターではより実践的な支援を行い、学生が希望す
る分野での内定を頂けるように努めています。今後も職員一人ひ
とりが学生に寄り添った支援を続けて参ります。また、前年度よ
り卒業生の受け入れ企業に対してアンケート調査を行い、結果を
就職支援に反映させています。引き続きNAFU卒業生の活躍に大
いに期待してください。

保護者の皆様に本学の教育と取り組み等をご理解いただき、相
互理解を深めることを目的に、下記のとおり「保護者（保証人）
会」を開催させていただきたく存じます。

◆ 期　日　　　2023年１１月23日（木・祝）１3時00分～１7時00分
◆ 場　所　　　新潟食料農業大学　胎内キャンパス
  （新潟県胎内市平根台2４１6）
　　　　　　　 ※第 １ 部プログラムはオンライン参加可能
◆ 内容／申込　別送の「保護者（保証人）会のご案内」をご覧

ください。
　　　　　　　 ※参加をご希望の際は事前申し込みをお願いいたします。
◆ 申込締切　　2023年１0月20日（金）
皆様のご参加をお待ちしております。

会員の皆様とのより効率的かつスピーディな情報共有を目的
に、メールアドレスのご登録をご依頼申し上げます。

下記のURLまたはQRコードよりご登録いただきますよう何卒
よろしくお願い申し上げます。

【登録フォームURL】
https://forms.office.com/r/wz27qPJgYz
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